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Ⅰ 南海トラフ地震等に備えた避難所環境改善事業（マンホールトイレ、トイレカーの整備内容）
危機管理課

１ 事業費（今回補正予算）の内訳

２ マンホールトイレの特徴･利点
(1) 避難所に備蓄しておくことで大規模災害発生時の道路寸断、輸送手段の確保困難等により仮設トイレが設置できない

状況においても、迅速に環境を整えることが可能（組み立て、設置が15分で可能）
(2) 仮設トイレと異なり、段差がなく、高齢者や障がい者の利用が容易
(3) 下水管に直接排水するため衛生的で処理量に制限がない（仮設トイレはし尿の回収が必要であり、バキュームカーが

手配できない場合は使用不可となる）

３ トイレカーの特徴･利点
(1) 仮設トイレと異なり、設置･撤去が容易

（ドライバー１名で対応可能）
(2) 自走式のため、避難所までの移動、水

の補給・汚物処理が容易
(3) 他県が被災した場合に本県が広域応援

を行う際に活用可能

○価格比較
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（単位：円）

起債
（緊防債※）

一般財源

備品費 トイレ（車椅子対応、女性・男性用） 586,563 80 46,925,000 46,925,000 業者による見積額により積算

物件費 衛生・防犯用品、簡易照明 96,500 80 7,720,000 7,720,000 業者による見積額により積算

配水管設置（防臭蓋3～5、水門升2、耐震パイプ） 3,180,000 25 79,500,000 79,500,000 営繕課による概算工事費により積算

雨水貯留タンク（プール水源未使用箇所） 700,000 15 10,500,000 10,500,000 営繕課による概算工事費により積算

施工管理委託 16,500,000 16,500,000 営繕課による概算工事費により積算

揚水ポンプ※可搬式手押しポンプ 627,990 25 15,699,750 15,699,750 業者による見積額により積算

耐圧ホース（プール⇒マンホールトイレ配水管：45ｍ） 882,010 25 22,050,250 22,050,250 業者による見積額により積算

備蓄倉庫（仮設トイレ収納） 2,100,000 25 52,500,000 52,500,000 業者による見積額により積算

設置工事費、建築確認申請 1,150,000 25 28,750,000 28,700,000 50,000 業者による見積額により積算

280,145,000 171,200,000 108,945,000

トイレカー（3台） 備品費 軽自動車（個室２基、手洗い１基） 10,000,000 3 30,000,000 30,000,000 業者による見積額により積算

310,145,000 201,200,000 108,945,000

※ 充当率：100％、70%の交付税措置（140,840千円）あり

合計

財源内訳
積算根拠

マンホールトイレ
（25施設･80基）

工事費

備品費

工事費

小計

項目 区分 内容 単価 数量 計
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Ⅱ 環境配慮型県庁立体駐車場整備事業
財産総合管理課

１ 事業費（当初予算）の内訳

２ 環境配慮型県庁立体駐車場の特徴・特殊要因
(1) 環境配慮型：公用電動車に対応する充電設備や太陽光発電設備等の設置（屋上は太陽光発電設備設置に伴い駐車不可）

（内訳）
ＥＶ充電設備工事 129,500,294円
太陽光発電設備工事 90,842,060円
合 計 220,342,354円

(2) 特 殊 要 因：①旧自治学院の残置物（埋没杭）の撤去や近接する職員健康プラザの耐火改修
（内訳）

埋没杭撤去工事 72,458,307円
職員健康プラザ耐火改修工事 12,588,714円
合 計 85,047,021円

②建設地は、支持地盤層が深く、長い杭が必要（想定杭長：20～30ｍ） 5

○ 今回議案で示した契約金額：1,441,000千円は、公募型プロポーザルで選定された業者の
見積額

（単位：円）

起債 一般財源
建設工事 鉄骨工事、杭・基礎補強工事他 ー 一式 986,713,462 業者による見積額により積算

EV充電設備、太陽光発電設備 ー 一式 220,342,354 業者による見積額により積算
上記以外の電気設備 ー 一式 91,992,279 業者による見積額により積算

機械設備工事 消火設備、昇降機設備 ー 一式 33,707,540 業者による見積額により積算
外構工事 植栽、フェンス ー 一式 21,797,344 業者による見積額により積算
解体工事 埋没杭撤去 ー 一式 72,458,307 業者による見積額により積算

既存改修工事 職員健康プラザ耐火改修 ー 一式 12,588,714 業者による見積額により積算
1,439,600,000

調査費、設計監理費 設計業務、工事監理業務 ー 一式 52,800,000 業者による見積額により積算
1,492,400,000 1,207,200,000 285,200,000

※1 充当率：100％、70％の交付税措置（726,740千円）あり
  ※2 充当率：  90％、50％の交付税措置（84,500千円）あり

財源
積算根拠

環境配慮型
県庁立体駐車場

工事費

緊防債(※1)

1,038,200,000

脱炭素債(※2)

169,000,000

285,200,000

電気設備工事

小計

合計

項目 区分 内容 単価 数量 計
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環境配慮型県庁立体駐車場（屋上からのイメージ）


